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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公開番号】特開2007-92743(P2007-92743A)
【公開日】平成19年4月12日(2007.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2007-014
【出願番号】特願2006-120503(P2006-120503)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｂ  61/02     (2006.01)
   Ｆ０１Ｌ  13/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  75/22     (2006.01)
   Ｆ０１Ｍ   1/06     (2006.01)
   Ｆ０１Ｍ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｂ  61/02    　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｌ  13/00    ３０２Ｆ
   Ｆ０２Ｂ  75/22    　　　Ｄ
   Ｆ０１Ｍ   1/06    　　　Ｚ
   Ｆ０１Ｍ   1/16    　　　Ｆ
   Ｆ０１Ｍ   1/06    　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月25日(2009.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸気弁および排気弁の少なくとも一方の作動特性を変更する弁作動特性変更機構と、前
記弁作動特性変更機構に供給される作動油の油圧を制御する動弁系油圧制御弁とを備えた
内燃機関において、
　前記動弁系油圧制御弁が、シリンダ下方においてクランクシャフトを支持しかつ覆うク
ランクケースの側面に配置されたことを特徴とする内燃機関の動弁系油圧制御弁配置構造
。
【請求項２】
　前記動弁系油圧制御弁は、クランクケースの排気管が配置される側面と反対側側面に配
置されることを特徴とする請求項１記載の内燃機関の動弁系油圧制御弁配置構造。
【請求項３】
　前記内燃機関は、クランクシャフトに連動する回転軸をクランクケース内に備え、
　前記動弁系油圧制御弁は、クランクケース側面の前記回転軸と同軸線上に配置されるこ
とを特徴とする請求項１または請求項２記載の内燃機関の動弁系油圧制御弁配置構造。
【請求項４】
　前記動弁系油圧制御弁から排出されるオイルが、前記回転軸の軸孔を介してクランクケ
ース内に還流されることを特徴とする請求項３記載の内燃機関の動弁系油圧制御弁配置構
造。
【請求項５】
　前記内燃機関は、クランクケースの側面に前記弁作動特性変更機構を備えるＯＨＶ型内
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燃機関であることを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれかの項記載の内燃機関の
動弁系油圧制御弁配置構造。
【請求項６】
　前記動弁系油圧制御弁は、前記シリンダから離して、前記クランクケースの側面に配置
されることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれかの項記載の内燃機関の動弁系
油圧制御弁配置構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項５記載の発明は、請求項１ないし請求項４のいずれかの項記載の内燃機関の動弁
系油圧制御弁配置構造において、前記内燃機関は、クランクケースの側面に前記弁作動特
性変更機構を備えるＯＨＶ型内燃機関であることを特徴とする。
　請求項６記載の発明は、請求項１ないし請求項５のいずれかの項記載の内燃機関の動弁
系油圧制御弁配置構造において、前記動弁系油圧制御弁は、前記シリンダから離して、前
記クランクケースの側面に配置されることを特徴とする。
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